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1
Planning and Budgeting Cloud Workspace

の管理

管理オプションの表示

ユーザーおよびグループのプリファレンスの割当て

Planning and Budgeting Cloud Workspace サーバー設定へのアクセス

ユーザー・インタフェースのカスタマイズ

アイテムとフォルダの編成

コピー

管理オプションの表示
Planning and Budgeting Cloud Workspace の管理オプションを表示するには、「ナビゲ
ート」、「管理」の順に選択します。

ユーザーおよびグループのプリファレンスの割当て

デフォルト・プリファレンスで正常に動作できるためには、指定されたフォルダおよ
びインタフェース要素にアクセスするために必要な役割および権限がユーザーおよび
グループに必要です。プリファレンスを管理するには管理者権限が必要です。コンテ
ンツを表示するには、十分な権限も必要です。個人およびグループのプリファレンス
は、デフォルトのプリファレンスより優先されます。

ユーザーおよびグループのプリファレンスを割り当てるには:

1. Planning and Budgeting Cloud Workspace で、「ナビゲート」、「管理」、「Workspace
設定」、「プリファレンスの管理」の順に選択します。

2.「ユーザーの選択」で、「使用可能なユーザー」または「使用可能なグループ」を選
択してから、「リストの更新」をクリックします。

3. 目的のユーザーまたはグループを「使用可能なユーザー」または「使用可能なグル
ープ」から「選択されたユーザーとグループ」に移動し、「次」をクリックします。

4.「プリファレンスの管理」で、選択したユーザーおよびグループに対するスクリー
ン・リーダー・サポートを有効にするかどうかを指定します。

5.「次へ」、「終了」の順にクリックして、ユーザーおよびグループのプリファレンス
を保存します。

Planning and Budgeting Cloud Workspace サーバー設定へのアクセス
Planning and Budgeting Cloud Workspace のサーバー設定にアクセスするには、「ナビ
ゲート」、「管理」、「Workspace 設定」、「サーバー設定」の順に選択します。
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注:   

Planning and Budgeting Cloud Workspace のサーバー設定を変更する場合は、
変更を有効にするためにログアウトしてブラウザを再起動する必要がありま
す。

Table 1-1    Planning and Budgeting Cloud Workspace サーバー設定

設定 説明

デフォルトのロケール ユーザー要求のロケールをロードできない場
合のアプリケーションのデフォルトのロケー
ル

ポスト・ログオフ URL ユーザーがログオフした後の UI のリダイレ
クト先 URL。

Smart View URI Oracle Smart View for Office クライアント・
インストーラの URI。絶対 URI でも相対
URI でもかまいません。
ここで入力される URI は、Planning and
Budgeting Cloud Workspace から「ツール」、
「インストール」、「Smart View」の順に選択
するとアクセスされる URI です。

Workspace のインストーラ・メニュー・アイ
テムの使用可能

Planning and Budgeting Cloud Workspace で
インストーラ・メニュー・アイテムを有効化
するかどうか。これらのアイテムは、「ツー
ル」メニューにあります。デフォルト値は「は
い」です。

ユーザー・インタフェースのカスタマイズ
ユーザー・インタフェースのカスタマイズには、次の項目が含まれます:

デフォルト言語の選択の変更

Planning and Budgeting Cloud Workspace では、ユーザーの Web ブラウザからロケー
ル情報が読み取られ、ブラウザ・ロケール設定に基づいて使用する言語が選択されま
す。特定の場合において、ユーザーは、ブラウザ・ロケールで決定される以外の言語
でコンテンツを表示できます。ユーザーは、Web ブラウザ言語オプションに言語を追
加し、ブラウザで使用する言語をリストの上部に移動して、ロケールベースの言語の
選択を上書きできます。

Planning and Budgeting Cloud Workspace では、優先度の順序でサポートされている
言語が自動的に選択されます。ここでは言語とロケール・コード間の正確な一致が試
行されます。一致する条件に近いものが見つからない場合、Planning and Budgeting
Cloud Workspace では、言語コードにのみ基づいて一致が試みられ、国コードは無視
されます。

注:   デフォルト言語に選択した設定は、Planning and Budgeting Cloud
Workspace 内のすべてのコンポーネントに適用されます

ユーザー・ログオフ後の URL のリダイレクト

カスタム・ポータルへの統合を容易にするために、管理者は、ユーザーが Planning and
Budgeting Cloud Workspace をログオフした後に、Web ブラウザを任意の静的 URL

ユーザー・インタフェースのカスタマイズ
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にリダイレクトできます。これは、Planning and Budgeting Cloud Workspace サーバ
ー設定で構成できます。Planning and Budgeting Cloud Workspace サーバー設定への
アクセスを参照してください。デフォルト値では Planning and Budgeting Cloud
Workspace のユーザーがログオフされます。

クライアント・インストーラへのアクセスの削除

管理者は Oracle Smart View for Office、予測プランニング、Financial Reporting
Studio、プランニング管理拡張機能、および EPM 自動化のインストールを可能にす
る、「インストール」メニュー・オプション(「ツール」、「インストール」の順に選択)を
非表示にできます。この設定は、Planning and Budgeting Cloud Workspace サーバー
設定で構成できます。Planning and Budgeting Cloud Workspace サーバー設定へのア
クセスを参照してください。

アイテムとフォルダの編成
Planning and Budgeting Cloud Workspace が効率的に機能するようにするには、ユー
ザーがアイテムに素早く簡単にアクセスできるようなフォルダ構造にします。フォル
ダの階層では、フォルダ・サイズと階層の深さのバランスを取ります。フォルダには、
多数のアイテム、またはフォルダ階層の過度の数のレベルを含まないようにします。
特定のフォルダを削除しないでください。

コピー
サービスを複製します。

「コピー」ダイアログ・ボックスのフィールド 説明

新規構成の名前 新規サービス構成の名前を入力します。

新規構成のポート範囲 新規サービス構成のポート範囲を入力しま
す。

アイテムとフォルダの編成
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2
Financial Reporting 注釈の検索と管理

注:   

Planning サービス管理者とパワー・ユーザーは、注釈サーバー上のすべての注
釈にアクセスできます。

注釈の検索

Planning and Budgeting Cloud Workspace の「検索」オプションを使用して、指定し
た条件に基づいた注釈のリストを戻します。

注釈を検索するには:

1. Planning and Budgeting Cloud Workspace から、「ナビゲート」、「管理」、「注釈」
の順に選択します。

デフォルトでは、初期画面には注釈は表示されません。

2. 検索方法を選択して「検索」をクリックします。

• すべて - タイトル、作成者、説明、コンテキストまたはカテゴリ内のテキストに
基づいた検索。大文字小文字を区別しないテキスト、後端アスタリスクおよびワ
イルドカード文字列を使用できます。

• タイトル - タイトル内のテキストに基づいた検索。大文字小文字を区別しない
テキスト、後端アスタリスクおよびワイルドカード文字列を使用できます。

• 作成者 - 作成者内のテキストに基づいた検索。

• カテゴリ - カテゴリの検索。

• 説明 - 説明内のテキストに基づいた検索。大文字小文字を区別しないテキスト、
後端アスタリスク、およびワイルドカード文字列を使用できます。

• コンテキスト - データ・ソース、要素名および要素値に基づいた検索。

既存の注釈に対してデータ・ソースが表示されます。「Financial Reporting」デ
ータ・ソースは注釈がレポートに付けられていることを示します。注釈がオブジ
ェクトに設定されている場合、「Financial Reporting」データ・ソースが表示さ
れます。「Planning」データ・ソースは注釈がグリッド・データ・ソースに付け
られていることを示します。複数の要素値を指定するには、カンマ(,)で各値を分
けます。1 つの値のみが満たされている必要があります。

• 詳細検索 - タイトル、作成者、説明、転記日付範囲、カテゴリまたはコンテキス
トの組合せに基づいて、検索を定義します。

3. 注釈のコンテンツを表示するには注釈をクリックします。
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削除済の注釈を持つレポートは、警告(!)アイコンとともに表示されます

注釈と関連付けられたレポートの表示

1 つ以上の注釈に関連付けられているレポートとその添付ファイルを表示できます。
注釈の要約行は、レポートの各注釈に表示されます。

注釈に関連付けられたレポートを表示するには:

1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

2. 注釈を右クリックして、「レポート/ドキュメントの表示」を選択します。

3. エラーが発生した場合、レポートのデータ・ソースが変更されているかどうかを確
認します。

レポートの注釈アイコンは、注釈の参照の場所を示します。目のアイコンは、読取り
専用のレポート/ドキュメントと関連付けられて注釈に対して表示されます。

注:   

レポートを表示しようとする際にエラーが発生した場合、レポートのデータ・
ソースが変更された可能性があります。注釈に対してデータ・ソースを一致さ
せる必要があります。

注:   

「名前変更」メニュー・オプションを使用して Planning and Budgeting Cloud
Workspace でレポート名が変更された場合、どのオブジェクトレベルの注釈も
名前変更されたレポートに関連付けられたままになります。ただし、その名前
が Financial Reporting Studio の名前を付けて保存...オプションを使用して変
更された場合は、複製されたレポートおよび元のレポートのどのオブジェクト
レベルの注釈も、新しい名前のレポートにはコピーされません。

注釈への返答

管理者は、権限の設定にかかわらず、すべての注釈に返答できます。

注釈に返答するには:

1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

2. 次のいずれかを行います:

• 注釈を右クリックして、「返答」を選択します。

• 注釈をダブルクリックします。

• 注釈をハイライトし、「返答」アイコンをクリックします。

注釈の削除

管理者は、権限の設定にかかわらず、注釈を削除できます。

注釈を削除するには:

注釈と関連付けられたレポートの表示
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1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

2. 次のいずれかを行います:

• 注釈を右クリックして、「削除」を選択します。

• 注釈を強調表示して、「削除」アイコンをクリックします。

注釈に対するソースの変更

注釈に対するソースを変更するには:

1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

2. 注釈を右クリックして、「ソースの変更」を選択します。

3. 目的のソース・オプションを変更します。

• タイプ

• サーバー

• アプリケーション

• データベース

「「タイプ」」は常に「Planning」です。レポートをテスト環境から本番環境に移動
する場合以外、「「サーバー」」および「「アプリケーション」」はそのままにします。
「「データベース」」は各種プラン・タイプを表します。

4. データ・ソース条件を満たすすべての注釈にソース変更を適用するには「すべての
注釈に適用」を選択します。また、強調表示した注釈にのみ要素変更を適用するに
は「すべての注釈に適用」を選択解除します。

強調表示した注釈にのみソース変更を適用するには、チェック・ボックスを選択解
除します。

5.「OK」をクリックします

確認メッセージに変更済ドキュメントの数が表示されます。変更済のドキュメン
トはリストで強調表示されます。

セル・テキスト、プランニング・ユニットの注釈、およびドキュ
メントの添付ファイルを注釈として表示

セル・テキストを注釈として表示オプションを使用して表示される Planning and
Budgeting Cloud Workspace の注釈は、表示専用です。これは、Planning and
Budgeting Cloud Workspace で作成された Oracle Hyperion Financial Reporting 注釈
にのみ適用されます。

注釈コンテキスト要素の変更

特定のデータ・ソースに関連付けられた注釈に対してディメンションまたはディメン
ション・メンバーの値を変更します。

注釈に対するコンテキスト要素を変更するには:

1.「注釈マネージャ」を開き、注釈を検索します。

注釈に対するソースの変更
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2. 注釈を右クリックし、「要素の変更」を選択します。

「要素の変更」ダイアログ・ボックスは、現在のデータ・ソースで表示されます。

3.「要素の変更」ダイアログ・ボックスで、次を行います:

• データ・ソースを選択します。

• オプションを選択します:

– 要素の変更 - ディメンションを変更します。「置換」でディメンションを選択
し、「置換後の文字列」で新規ディメンションを入力します。

– 要素値の変更対象 - ディメンションおよびメンバーを変更します。「置換」で
新規ディメンションを選択し、「置換後の文字列」でメンバーを入力します。

• 「すべての注釈に適用」を選択して、要素変更をデータ・ソース条件を満たすす
べての注釈に適用します。また、「すべての注釈に適用」を選択解除して、要素
変更を強調表示した注釈にのみ適用します。

4.「OK」をクリックします。

確認メッセージで新規要素に変更された注釈の数が表示されます。変更済のドキ
ュメントはリストで強調表示されます。

注釈権限の変更
注釈権限は、ユーザー、グループまたは役割に基づいてアクセス・レベルを定義しま
す。権限を設定するには、注釈を右クリックし、「権限」を選択します。次の権限を設
定できます:

• アクセスなし - ユーザーは注釈を参照できません。

• 表示 - ユーザーは注釈を表示できます。

• 変更 - ユーザーは注釈に返答できますが、削除できません。

• フル・コントロール - ユーザーは、注釈への権限を表示、返答、削除および設定で
きます。

注釈の監査
作成日や最終変更日などの注釈に関する情報は、一般的な監査およびコンプライアン
ス・レポートには不可欠です。Financial Reporting レポートに関連する注釈の注釈情
報は、Oracle Hyperion Financial Reporting サーバー上で AnnotationAudit.logフ
ァイルに記録されます。このファイルには、注釈ごとに次が含まれます:

• 実行されたアクション: 作成、応答または削除された注釈

• 注釈のタイトル

• 注釈に関連するデータ・ソース

• 注釈のコンテキスト

• 注釈を追加、変更または削除したユーザーのユーザー ID

• 注釈が作成、変更または削除された日時

• 注釈に関連するレポートの名前およびパス

注釈権限の変更
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• 注釈に関連するオブジェクト・タイプ(グリッド、チャート、イメージ、テキスト・
ボックス)

Financial Reporting の AnnotationAudit.logファイルは、
MIDDLEWARE_HOME/user_projects/domains/EPMSystem/servers/
FinancialReporting0/logsにあります。

注:   

注釈権限の変更は記録されません。

注釈の監査
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3
他の Financial Reporting オブジェクトと同じ
名前を持つスナップショット・ブックを開く

次の URL を使用して、他の Oracle Hyperion Financial Reporting オブジェクトと同じ
名前を持つスナップショット・ブックを開きます:

http://servername:portNumber/workspace/browse/get/Smartcut%20Folder/report_name?
mimetype
=application/hyperion-reports-snapshot_book

Latest=trueを mimetype変数とともに使用して、最新のオブジェクトを取得しま
す:

http://servername:portNumber/workspace/browse/get/Smartcut%20Folder/report_name?
mimetype
=application/hyperion-reports-snapshot_book&Latest=true

Version=1を mimetype変数とともに使用して、最新のオブジェクトや、オブジェ
クトの出力の特定バージョンを取得します:

http://servername:portNumber/workspace/browse/get/Smartcut%20Folder/report_name?
mimetype
=application/hyperion-reports-snapshot_book%version=1

次に、Financial Reporting オブジェクトに対する mimetype変数の可能性のある値を
示します。これらの値は、Financial Reporting リポジトリにある V8_METATYPE 表の
NAMEフィールドから取得されます。Financial Reporting 関連オブジェクトを含む
DESCRIPTIONフィールドを探し、MIME タイプの変数で使用する対応する NAMEフィ
ールドを取得します。

V8_METATYPE の値:

• application/hyperion-reports-report

• application/hyperion-reports-snapshot_report

• application/hyperion-reports-book

• application/hyperion-reports-snapshot_book
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